
おいらせ町公契約条例関連 

 

おいらせ町公契約条例（令和３年おいらせ町条例第２４号）並びにおいらせ町

公契約条例施行規則（令和３年おいらせ町規則第１９号）（以下「条例等」という。）

に基づき、受注者等は、労働関係法令並びに条例等を遵守してください。 

なお、下記は、条例等の抜粋であり、内容における用語は、条例等において使

用する用語の例によります。 

１．受注者等の責務 

受注者等は、労働基準法その他労働に関する法令を遵守し、労働者等の適正な

労働環境の確保に努めなければならない。 

また、公契約及び下請契約等を締結するにあたっては、次に掲げる事項に留意

しなければならない。 

(1) 受注者等は、適正な価格による契約を締結すること。 

(2) 受注者等は、下請契約等を締結しようとするときは、その相手方に対し本

条例を説明し、理解を得たうえで下請契約等の相手方と対等な立場における

合意に基づいた公正な契約を締結すること。 

(3) 受注者等は、下請契約等の履行において、町内事業者の積極的な活用を図

ること。 

２．対象となる公契約 

町が発注する工事又は労働者が専ら役務等の提供のために従事する業務及び地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指定管理

者と町が締結する公の施設の管理に関する協定 

３．対象となる公契約のうち特定公契約の範囲 

(1) 低入札価格調査対象工事で調査基準価格を下回る額で契約した工事の請

負契約 

(2) 労働者が専ら次に掲げる役務等の提供のために従事する業務で、設計金額

が年額５００万円以上の契約 

ア 町の事務又は事業の用に供する建物及び敷地（以下「庁舎等」という。）

の清掃に関する業務 

イ 庁舎等の警備（機械警備を除く。）に関する業務 

ウ 庁舎等の管理又は運営に関する業務 

エ 給食の調理又は配送に関する業務 

オ 学校用務員に関する業務 

カ 公用車の運行管理に関する業務 

キ その他契約金額が低すぎる場合等、町長が労働環境の報告を求める必要

があると認める業務 

(3) 指定管理者と町が締結する公の施設の管理に関する協定で、指定管理料が

年額５００万円以上の協定 

４．誓約事項 

(1) 労働関係法令を遵守すること。 

(2) 労働関係法令に違反し、関係機関から是正勧告等があった場合は、直ちに

町長へ報告すること。 

(3) 条例第７条第１項の規定による報告の求め及び立ち入り検査に対し、誠実



に対応すること。 

(4) 労働者が条例第９条第１項の規定による違反申出をしたことを理由に、当

該労働者に対し、解雇その他の不利益な取り扱いをしないこと。 

(5) 労働者に対し、条例の内容について周知すること。 

(6) 労働者の賃金水準の引上げに関する措置が講じられる場合は、下請け契約

等の請負契約金額の見直し、労働者の賃金の引上げ等について、適切に対応

すること。 

(7) 町長が行う施策に協力すること。 

５．報告及び立ち入り調査 

受注者等は、自らが締結した公契約が特定公契約の範囲である場合は、履行期

間の始期（履行期間が複数年に及ぶ業務であるときは４月１日）から起算して 40

日以内に、町長から報告を求められた場合は、町長が定める期日までに、労働環

境の報告をするものとする。 

６．是正措置 

町長は、受注者等がこの条例の規定又は誓約事項に違反していると認めるとき

は、当該違反を是正するための措置を命じなければならない。また、受注者等は、

違反を是正するための措置を命じられたときは、速やかに是正の措置を講じ、町

長に報告しなければならない。 

７．労働者の申出等 

特定公契約に係る労働者は、受注者等がこの条例の規定又は誓約事項に違反し

ている疑いがあると思料するときは、町長にその旨を申し出ることができる。町

長は当該申し出（以下「違反申出」という。）の内容が、関係法令に関する違反情

報であるときは、必要に応じて関係機関へ通報するものとする。 

８．労働者への周知 

受注者等は、特定公契約に係る労働者に対し、次に掲げる事項を業務等が実施

される現場の見やすい場所に掲示し、又は書面を交付する方法により周知しなけ

ればならない。 

９．公契約の解除 

町長は、受注者等が次の各号のいずれかに該当するときは、当該公契約の解除、

受注者等の指名停止等必要な措置を行うことができる。 

(1) 条例第７条第１項の規定による報告を怠り、若しくは虚偽の報告をし、又

は同項の規定による立ち入り検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは

質問に対して応答せず、若しくは虚偽の回答をしたとき。 

(2) 条例第８条第１項の規定による命令に従わないとき。 

(3) 条例第８条第２項の規定による報告を怠り、又は虚偽の報告をしたとき。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、この条例の規定に違反したとき。 

(5) 誓約事項に違反したとき。 

 


